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蔵

の
王

、皇
番

兵
の
奮

魂
は
凝
っ
て
悪

婆

羨

　

送
つ
漏

子
奮
迅
の
必
馨

妄

り
、
紳
朋
の
加
護
こ
素

適

・
窪

し
・
、
漆

洋
義

譲

国
の
誓

的
鰭

巡

肯

七

赤

漆

・
護

さ
些
,歯

・
進
肇

塞
し
凍
り
噛

雲
は
.一
時
に
晴
れ
渡
り
、
皇
国
倣
今
や
世
界
史

の
新
時
代

の
措
導
國
と
し
て
の
晴
の
無
憂
に
立
た
ん
と
す
る

に
到

っ
た
。
此
の
千
載

.

一
遇

の
秋
に
皇
國
臣
民
と
し
て
生
を
享
け
た
る
わ
れ
等
の
此
の
憾
謝
恩
激
は
表
現
に
絶
す
る
も
の
で
あ
る
『
併
L
な
が
ら
、
、世
界
史

.

.の
新
鹿

の
詣
馨

と
し
て
薦

す
る
窒
・且

事
ぼ
、
絶
大
の
光
榮
で
馨

る
が
、
洞
時
美

奮

責
任
毒

ふ
も
の
で
あ
る
。

米
菓
資
本
主
義
ば
世
界
史
に
輝
か
し
き
伽
質
文
明
個
人
主
義
文
化
を
齎
し
た
9
我
々
は
此
の
黙
に
於
け
る
米
菓
資
本
主
義
.の
世
界

史
的
貢
献

に
目
を
蔽
ふ
ほ
ゼ
偏
狭
固
陋
で
あ
っ
.で
は
な
ら
.風
。
否
、
そ
「a
貢
献
を
充
分
に
認
め
つ
ム
、
而
も
世
界
史
の
日
本
時
代
を

、

し
て
輝
か
レ
か
与
し
米
菓
的
文
化
を
庵
顔
色
な
か
ら
し
む
る
程
に
高
く
豊
か
な
る
文
化
文
明
の
時
代
た
ら
し
む
る
の
自
負
を
こ
そ
持
.
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あ
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、乏
言

っ
て
そ
れ
は
物
質
的
、生
産
力
を
護
挿
せ
し
看
る
黙
に
於

、て
.米
菓
文
明
に
譲
り
、
.
.
個
人
を
活
か
す
黙
に
於
て
米
菓
文
化
に
劣
惹
と

、

.

君
ふ
・毒

言

の
で
あ
っ
.で
は
な
ら
ぬ
。、、健

漫

事

祭

な
る
物
的
藻

が
よ
禽

妄

賜
を
齎
ら
す
と
は
駐

な
い
.ど
レ
で

も
弍
.b
～澗
き
文
明
蔭

り
躍
か
な
る
物
的
基
礎
を
必
要
と
し
、
個
人
を
よ
り
ょ

く
生
か
す
事
触
む
軌
高
き
文
化
を
作
、を
と
は
限
的
な
.
.

㌦.
吃

砥

よ
か
摘
要

化
傭

人
を
よ
ゆ
喜

・
す
こ達

必
要
と
畜

・
身

凋

め
…

黛

亀

世
量
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・
.

.

毒

代
の
累

が
愈
々
必
定
・
湾

た
・
彗

.ふ
も
?

、
そ
れ
集

巽

の
鶏

塑

・
し
か
ら

た
の
に
.響

在

.
馨

に
・

よ
っ
て
婁

慧

さ
豊

魂

や
う
に
、
.遷

権

な
ほ
蓼

囎

關
探

書

て
・
を

・
義
.
毳

毳

竃

・
響

盤

な
ら
囎

撚

健

、
.讐

的
藩

力
の
難

指

入
努

の
儂

や
・
關
・
・
糞

の
文
嬰

化
玉

箒
嘉

す
・
や
う
遷

・
で
「

あ
っ
匠

、
之
等
の
離
開
突
倦

鍵

か
な
℃

日
本
的
誘

文
化
が
物
質
的
生
墜
ガ
.墨

筆

偶
人
能
力
a
伸
張
や
高

し
尋

.

米
菓
の
売
れ
を
凌
ぐ
も
.の
で
穿

れ
楼

ら
ぬ
の
な
、
、;

に
ば
、
斯
あ

黎

死
活
的
必
要
に
よ
る
の
で
誓

∵
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蓼

の
如
く
、
呆

聖

明
畜

は
黎

的
金

力
の
霧

や
掴
人
能
力
の
伸
張
や
に
聞
し
て
も
米
萎

奎

親
珍

重

肇
.

巡
。
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書

れ
緩

ち
摺

竃

垂
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.
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養
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質
的
蓬
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福
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を
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奮

氏

議

・
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に
煮
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事

磯

・
鷺

だ
・
巧
妙
・
ゐ
論
理
を
侍
り
蓋

診

で
誓
.

},時
憲

ひ
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や
響

的
暴
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婁

以
て

楼

↓
去
る
青
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ゆ
奮

忽

敷
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桑

轟

的
強
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再
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的
篶
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っ
て
嵜

象
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し
3

と
す
垂

・
毒

、
.茎

力
の
低
下
に
む
り
て
喪

肇

誉

を
詰
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驚
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具
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立
案
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て
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資
変

霧

序
に
替
意

に
呆

資
本
.義

葎

を
以
て
し
、
米
暮

奎

費

の
も
健

は
飽
ぐ
ま
、

で̀
華

る
態
度
を
撰

す
る
崎
ラ
。
な
透

は
、
」國
婆

。
る
葉

虫
藷

反
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力
羅
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も
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、
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謹

麗

し
天

.は
斯

く

の
如
き

眞

面

目

な

る
理

由

に

よ
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あ
る
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㌔

暴

茜

・
理
論
経
璽

饗

、
繁

・
養

岩

蓼

・
・
で
恵

、た
.
帥
・
、
多
み

理
論
経
鬱

懐

.
現
塞

贋

。
.

も
の
姦

視
・
て
自
ら
め
喜

似
て
之
轟

論
化
す
・
と
言
重

に
劣

を
嘩

ご
と
誓

、
繁

薬

け
る
學
磐

彊

。
乃
至
.

蔽

米
に
於
て
吹
か
ら
次
農

閑
苦

れ
昔

噺
し
奮

塁

姦

.・
歩
藁

霊

液

、否
、
劣

を
葎

て
来
た
の
、で
惚

。
然

ゑ

奪

の
撃
殺

殆
ん
ギ

ベ
妻

奎

携

論
理
振

…

で
・
・
盆

つ
霧

図
嚢

羅

學
界
・
濡

髪

す
・
の

は
集

嚢

的
論
理
で
・
奇

米
馨

杢

蓉

倒
、
.蚕

亜
翼

序
嚢

の
臨

が
國
藁

げ
て
戦
は
れ
て
る
る
宿

で
あ
・
に
「
、

か
豪

ら
ま

我
国
の
理
論
醤

學
界
・
於
て
糞

資
杢

藷

理
を
基
調
手

・
も
⑳
で
書

れ
ば
儲

的
便
値
馨

も
の
で
あ

る
か
の
如
き
素

依
然
ど
し
て
騰

も
を

公
一暮

れ
・
米
萎

奎

義
強

集

遺

棄

萎

本
義

秩
塵

代
ゐ
新
秩
序
を

表

付
↑
べ
霧

醤

論
理
農

閑
せ
を

ず
る
企
℃
杢

概
糞

績

せ
え

・
俊

、
.世
に
一
歩
先
竜

世
義

抗
と
闘
ひ
な

観

世
・
指
導
す
べ
鼠

徒
本
番

使
婁

忘
れ
專
・
一
身
の
保
金

汲
産
.

に
至
れ
る
羅

。
薯

も
壌

こ
議

が
、
ご

、

ろ
.
に
は

斯
く

君

ぎ

致

上
方

馨

事

箆
.

由
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る
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虜

を
潰
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・
を

・
飽
嘉

で
墨

華

で
惚

、
共
・
謹

書

、は
喋

.
主
義
的
論
理
籍

識
的
に
考
へ
.掬

で
み
る
・
・
む
蒙

に
優
れ
た
・
診

髪

待
つ
も
の
で
身

、
且
」
我
國
の
翁

の
理
論
維
、

蜜

界
・
基
綱
蓋

奎

藁

聾

・
・
.・
魯

の
で
・
・
読

集

り
越
え
・
る
も
燦

奪

ち
・.画
て
胤
ら
選

.

あ
る
が
・
而
も
・
、資
奎

蓄

論
理
は
元
憲

米
的
鷹

も
の
で
あ
り
、
資
奎

講

論
器

か
け
て
は
糞

の
方
が
我
厘

題

.

遙
か
に
奪

て
る
み

で
・
尉
・
.從
・
義

禦

依
餐

↓
妻

奎

講

論
響

掻

湾

・
す
る
写
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薩

・
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・
来
著

奎

嚢

序
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新
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序
・
建
嬰

薦

・
・
資
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・
み
際
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の
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的
論
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が
如
何
に
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秀
巧
妙
な
盈

の
で
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う
と
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、
我
々
は
そ
れ
以
上
に
巧
妙
な
誰

濟

俳
那
㌔

。、耀灘
離
籍

灘

鑑

繋
勃瀧

幽
が
誓

皇
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撫
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論
理

に
於
て
瀦

せ
・
る
べ
・
所
・
も
・
と
葉

霧
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呈

墾

馨

上
・
港

專
を
使
命
・
す
・
虐

で
あ
・
.
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嘉

暦

難

　環

暗
転

醗
無

難
臓
難

黎
妹
器

蕪

雑

縫

鷲
岨薩

藩

難

論

聯

.

重

蝿
の
.塚

を
よ嘉

に華

・と
す
る
齢
の宏
る.
資奎
義
的論
理塞
に述
憂
る
如
く
、常
鳶
に考
.
.
輝

蟻

藻
難
難
雛
難
へ　　鰹
鰯羅
難
雛
　嚇
謄
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設
に
役
一ユ
ち
得
る
も
・
と
な
さ
ん
と
守
る
気
運
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醸
成
に
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適
役
立
ち
縛
る
・
ら
ば
、
議

裏

壁

る
∵
.
.
.

脚
油
緯
.

響

躇

。
読

。
蒙

轟

の
論
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踏
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窟

で
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、・
.
私
ば
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窒

婁

薯
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論
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・
つ
藁
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鵠
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し
海
.、白
蝦
孚
的
段
階
に
於
薯
資
本
霧
の
弩

限
界
も
反
復
的
縫
論
一
景
氣
塗
動
込蘭斗

・
附
す
る
愕
容
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血
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窪
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.

い
ま
ボ
ニ
ト
ん
.の
用
ひ
た
る
例
を
援
用
し
て
ハ
ボ
ユ
」
ム
的
生
.産
鰐
造
の
下

に
於

い
て
生
産
段
階
が
微
分
時
間
毎
に
劃
ら
れ
る
揚

.

AE
.翫

奮

峯

霧

窪

同
生
産
期
間
饗

に
吉

礎
化
↑

、雀

函
数
⊥

ぱ
何
謝

生
産
部
門
に
於
て
も
噂
し
く
第
表
.

繍

に
示
説

・
.如
意

の
で
あ
り
、
.生
存
基
本
は
夏

+
蟹

位
箱

番

)、
企
業

筈

、五
+
萬
、、從
つ
三

企
誉

墨

有

楽

竺

肇

あ
重

し
・
う
。
然
蕩

盒

纂

委

漿

っ
て
瞭
識

な
錦

-
詞

ぺ
遭

落

書

り
藷
遷

以
。
遡

・
落

ど
坪
ど

四
四
八
・墨

譜

審

志

下
同
じ
・底

蓉

に
は
棊
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